
( 1 ) （塁強：＆＿；ぷ）第183号 あ さ 昭和l4 5年 11月 10円
丹 羽lj（毎月 10日発行）ひ

： 北又谷紅葉、 きのこ狩りハイキング

絶好の秋日和の下

朝日町観光協会主催によるlli例の北又れ巣作りハイキン ク

は、 1 0月 25日の 日附 El 、絶好の天仮に：•J:i： まれ’夫tむされたが、｛列1

4f.しばしば天候不良のためI!1 J.上のうきけをみ、lllji（ー貯の制K

黙をそそるには主らなかったが、

;4>.:{fLI:、定炎と問fl寺に申込者ーが殺到し、＇il々に A:'Hを突破

し、係員は断わるのにi創感の態であuたa

当日、小川l元場に集合した参加者の火、iへIJ:. t j1 t. 1 ·. ア ベ ノクで~－.. 

め、特に家庭の主婦の多加が目立ョて多く、輸送車に身をゆだ

ねた一行の悲嶋とも崎両ともつかぬ カン戸は余山にこだま し

て、さすがの熊も彼もオ ソレをなして奥山に身をひそめた、と

係員の陰の声ーもあったとか内

満山紅葉

ナ~i i:-、 L1,. 、越道府Hの眺望

-・r-ff;t.越道峠で下車、jよ！， ~ .思いにt-:1 』liの＇~ii：木林の中にi放って

いつれか、 越道峠のl眺望は正に絶怯、 ［＂すばらしL、」、「まあ、

きれし、」 、とため．口、とI'£..I漢の声のj虫発、満山紅葉とゆ均・ぬまで

も、正に錦しゅうの秋としう表現がヒ．タリである。

ダイゴ味満喫の~t又川原ナメコバーベキュー

F
D
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U
－
－
 

ひるともなると、てんでにナノコゃくりのもたせのえもろに

リユ y ク をふくらませ、＇ ~t又の清流に集結、協会係長の世話で

川原にしつらえられたナメ コバーベキューに持参のベんとうを

聞いた。

消れつな流れを僚に、ほんt.:lr空を-(1:111.,、て’パクつ 〈おにをり

の味はまた絡別、健康づくり辿i限！と＼， ＞＇.） た日1）沌牧jも＿），§・えられよ

うが、そんな俗っぽレもので冷：く、その〆イコ1床たるや委主｝Jllri 

ならではI沫わt・1号ないものであっ仁，

付近一帯はナメコ、くりのもたせの全盛期

l低金後、午後は再びきのこf.j＇り沙・11＇なわれたが、十Liliー・liF・

は、ちょう ど今がナメ コとくりのもたぜ（／）.'.I＇：憾IUJで、 －・・ll'IJ大肢

の収穫を得、えー字どおり · :/ 1二l；むの’火をlげ、 ~.i首自；iにおいて

再び車iニの人となり帰途につ＂ ・tょっ

一行は、 終始行き開いた協会係凸の計二だくの本u~に・L、から感

謝 し、元湯におし‘て散会したら

新しい団体コースの開拓

今｜旦｜の催しの好評と共に、 多｝Jll:flOJー；~i~のJげでは、 北メは本

町随ーの観光コ ー スではあるが、 l3米、 Jp.X. 1 I 1、棚山’存のili~l 1縦

ハイキ ング三ースの改良と PRの必裂や、 ｛干の山~t~： りや秋（／j

t5のこ狩り等、季節に1(.じた,lg［しトl・Ji外側光コ｛ λのIJIJiri、た

とえば、廃川上流大平輿から蛭俗）;'!itiへ依けるコースや笹川i

流探勝地の開:lifi等、新観光資泌i開』街地の候補地ヵ：l;I；凶にのぼっ

てレたようである。

く傍題写真＞

北又川原、でナメコパ一川キ」 ーを策しむ

紅葉狩りハイキ ング（／）（ifJr！省通
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……告示は 12月3日 ... － ~ 
投こ、
票の
資選
格挙．

の

附
和
四
十
五
年
十

二
片
二
日
〈
選
殺
人

名
簿
笠
録
基
準
日
）

現
在
で
、
朝
日
町
に

引
き
続
き
三
カ
月
以

上
（
閉
和
四
十
五
年

九
月

一
日
以
前
か
ら

住
民
登
録
が
な
さ
れ

て
い
る
者
〉
居
住
し

て
い
る
者
、
お
よ
び

昭
和
問
十
五
年
十
二

月
十
三
日
現
在
で
、

満
二
十
才
（
昭
和
二

十
五
年
十
二
月
十
四

日
以
前
に
生
ま
れ
た

者
）
に
述
し
て
い
る

者
で
、
公
民
権
停
止
な
ど
の
欠
絡
事
由
の

な
い
も
の
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

脳
和
四
十
五
年
十
二
月
一一一
円
（
告
示
H
）

か
ら
十
二
月
十
＝
日
（
投
以
け
の
前
U
〉

ま
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
不
作
事

由
証
明
書
が
必
要
で
す
コ
用
紙
は
選
挙
管

理
呑
員
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
ェ

立
候
補
予
定
者
打
合
会

日
時
十
一
月
二
十
五
白
〈
水
）

午
後
一
時
三
十
分

場

所

朝

日
町
役
場

か一
候
補
届
出
番
関
係
書
類
を
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
予
定
者

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

〈朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

「
北
日
本
文
化
賞
品
川
賞
の
栄
治
〕

宮

崎

小

学

校

教

諭

竹

内

俊

E

菊
薫
る
文
化
の
日
に
表
彰

北
H
本
新
聞
社
で
は
、
第
十
二
回
北

a

本
文
化
賞
疫
賞
者
を
選
考
中
で
あ
っ
た
が

今
回
、
各
部
に
わ
た
り
、
十
一
氏
を
決
定

し
、
さ
舎
に
新
聞
紙
上
に
発
表
さ

れ
た

が
、
本
町
宮
崎
小
学
校
教
輸
、
竹
内
俊
一

氏

〈
朝
日
町
笹
川、

四
十
一
才
〉
も
そ
の

竹内 俊 一 氏

一
人
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
た
。

氏
は
、
昨
年
、
宮
崎
浜
山
王
造
り
遺
跡

の
特
鋼
調
査
、
そ
の
他
の
研
究
に
よ
り
、

県
の
優
良
教
口
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
が
、

今
回
は
、
氏
の
従
米
か
ら
の
研
究

に
な
る
、
山
村
社
会
の
出
か
せ
友
、
林
庄

収
益
と
農
家
経
済
、
農
民
峰
村
の
心
理
や

実
態
、
あ
る
い
は
沿
岸
漁
業
の
収
入
等
、

そ
の
他
多
く
の
資
重
な
研
究
発
表
と
、
特

に
郷
土
史
や
考
古
学
分
野
で
の
広
い
研
究

実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
授
賞
者
と
し
て

決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
氏
は
現
枝
、
県
考
古
学
会
郡
明

と
し
て
、
更
に
、
町
文
化
財
調
護
委
品
と

議
.0険
ZコE

？こ

よ

り

第
五
固
定
例
会
開
く

四
十
四
年
度
決
算
な
ど
認
定

第
五
回
朝
口
町
議
会
定
例
会
は
、
九
対

二
十
四
日
招
集
さ
れ
、
三
十
日
ま
で
の
会

期
七
日
聞
を
も
っ
て
、
上
程
二
卜
三
一
革
案

全
部
が
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
認
定
、

同
志
さ
れ
た
。

・不
定
例
会
に
は
、
附
和
円
十
円
化
一
度
一

般
会
計
は
じ
め
、
的
刊
明
院
事
業
会一品川及
び

件
特
別
会
計
、
計
十
九
件
の
決
算
か
明
併
設

さ
れ
協
案
と
お
り
・
認
定
さ
れ
た
。

次
に
、
昭
和
四
十
五
年
度
の
司
正
予
算

で
は
、
河
川
災
害
関
連
事
業
費
約

一
千
二

百
万
円
な
ど
を
合
む
一
般
会
計
と
、
五
つ

の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
総
制
三
千
三
百
万

し
て
、
従
米
か
ら
県
や
町
の
町
役

χ
化
財

の
先
制
訓
五
保
什
に
力
を
注
吉
、
川町
・店
て

は
、
県
の
香
嘱
を
う
け
て
、
入
死
町
じ

よ

う
ペ
の
ま
遺
跡
や
、
宇
奈
月
町
愛
本
新
遺

跡
の
発
掘
指
導
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
、
今

後
ま
す
ま
す
氏
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と

共
に
、
今
白
の
皮
質
を
町
民
全
日
外
の
宣一回
．ひ

と
し
て
氏
の
功
組
を
讃
え
た

い。

－
B
i
l
l
i－
－
a

・・7
・－
V
A
－－
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－－1
1
1
1
1
1
1
t

今
月
の
税
金
は

凶

定

資

産

税

凶
民
健
康
保
険
税期

分

水

利

地

強

税
金

期

て
す ・．．．．．

円
余
mν
宇楠
正
を
可
決
し
仁
。

ま
た
、
悶
民
総
蹴
保
険
の
助
旅
費
支
給

額
を
、
二
千
向
か
ら
一

万
円
に
引
81Hし
げ

る
条
例
改
正
を
決
め
、
町
泊
一
介
｜山
川
崎
般

の
、
ーに・制
川
崎
製
焔
下
部
I
引
の
目
白
川
λ

佐川に
同
立
し
た
。

今
後
注
目
さ
れ
る
、
新
川
地
以
広
域
市

町
村
閤
（
魚
津
、
黒
部
、
入
善
、
宇
奈
月
、

朝
日
の

一市
一一
一町
よ
ケ
構
成
）
発
足
の
準
備

機
関
で
あ
る
協
議
会
の
設
置
が
認
め
ら

れ
、
直
ち
に
計
国
策
定
に
入
る
ニ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
外
、
級
品
川
慌
実
に
よ
る
、
議
会
特

別
妥
民
会
（
総
合
同
発
、
行
政
区
間
、
開

発
公
社
）
設
闘
の
件
な
ど
を
議
決
し
て
閉

会
し
た
。

本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
強
案
の
件
名

1
議
集
第
一
号
附
和
問
十
円
作
度
制

U
川

一
般
会
計
浪
人
舟
脱
出
決
算
（
認

内
山
凡
）

2
印刷
後
釦
ニ
ザ

附

和

問

十
円
勺
広
明

川
町
凶
民
総
出
附
保
険
特
別
会
計
成
人

歳
出
決
算
（
認
定
）

－
議
案
第
一一
一号
J
第
七
号

昭
和
四
十

四
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療

施
設

（
大
家
圧
、
笹
川
、
宮
崎
、
塚
、

山
崎
）
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
笈
川

決
算
（
認
定
）

4
．
稿
集
錦
八
以内d

附
和
問
十
間
作
度
制

口
町
制
H
初
水
道
特
別
会
計
波
入
成
川

決
算
（
認
定
）

5
申
細
噌
旅
館
九
号
昭
和
問
十
四
年
度
引

目
町
出
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計

歳
入
寂
品
決
算
（
認
定
）

6
叩縮
小
米
錦
十
芳

昭
和
四
十
円
午
皮
朝

u町
泊
外

一
地
区
用
水
特
訓別
会
計
成

入
成
川
決
算
（
泌
定）

下
議
集
第
十

一
号
附
和
問
十
同
作
股

朝
日
町
家
市
診
療
所
特
別
会
計
殺
人

r
h
u
n
H
u
n

－』

歳
出
決
算

（
認
定
）

3
議
案
第
十
一
ロ
サ
昭
和
問
十
四
年
皮

制

u町
工
場
誘
致
特
別
会
計
成
入
歳

出
決
算
（
認
定
）

9
縫
製
第
十
一一－
号

附
和
凶
十
四
年
度

朝
日
町
な
炉
栴
院
事
採
決
算
（
認

定）

川
説
案
第
十
四
号
昭
和
凹
十
五
年
度

朝
日
町
一
段
会
計
補
正
予
耳
（
第
一一一

号
）
（
吋
決
）

川
町
前
案
第
十
五
号

昭
和
四
卜
五
年
度

明
H
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
制

正
予
算
（
第
一
号
）
（
可
決
）

口
議
案
第
十
六
号
l
十
九

号

昭

和

田

十
五
年
度
萌
H
町
国
民
健
威
保
険
診

療
箱
設
（
犬
家
庄
、
佐
川、

宮
崎
、

境
）
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算

（第

一
号
）

（
可
決
）

日
厳
後
第
二
十
号

胡
H
町
闘
凶
川
崎
山械

保
険
条
例
一
部
改
革
の
件

（川
決
）

同
議
案
第
二
十

一
日
ゲ
正
市
制
品
川
拠
約

の
件
（
向
精
）

町
議
案
第
二
十
二
号

新
川
地
氏
広
域

市
町
村
圏
協
議
会
設
置
に
つ
い
て

（可
決
）

日
議
員
堤
出
議
案
第

一
号
朝
日
町
議

会
特
別
委
員
会
設
置
の
件
（
可
決
）

特
別
委
員
会
の
婦
成

（
O
俊
一
品
長
、
O
副

委

μ良
）

総
合
開
発
特
別
委

μ会
F

七
人）

。
七
沢
収
作
、

O
傑
松
央
、
上
品
栄

作
、
崩
谷
降
二
、
大
沢
組
松
、
原
口

良
造
、
長
崎
仙
松

行
政
区
画
特
別
委
員
会
（
五
人
）

。
狩
谷
常
作
、

O
米
山
吉
一
寸
酒
井

栄
、
松
念
館
一
ニ
、
商
法
制
治

附
発
公
社
特
別
委
員
会
（
五
人
〉

。
山
間
政
次
、

O
安
・4
溢
雌
、
清
水

質
二
、
大
熔
米
太
郎
、
水
山川
繁
松
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近
代
的
地
域
社
会
の

建

設

を

め

ざ

す

同
新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
も
、
関
係
各
市
町
の
九
月
定
例
議
会
に
お
レ
て
規

約
が
議
決
さ
れ
、
十
月
三
日
か
ら
本
絡
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
広
域
市
町
村
圏
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
目
的
は
何
か
、
事
業
の
進
め
方
、

指
定
に
な
る
と
ど
ん
な
特
典
が
あ
る
の
か
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
c

広
域
市
町
村
圏
の
趣
旨

(3) 

近
年
の
経
済
の
発
展
は
目
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、

。生
活
水
単
は
急
辿
に
上
昇

し、

生
活
態
同
僚
も
都
市
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
ら
に
比
し
て
、
市
町
の

道
路
左
か
、
上
、
下
水
道
な
ど
、
公
共
の

施
設
艶
備
が
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
現

状
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
早
急
に
盤

備
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
口
の
都
市
集
中
化
、
銀
山
柏
村
地

域
か
ら
の
人
口
の
流
出
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
過
読
過
密
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
解
決
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
産
業
の
蛋
輿
と
、
地
峡
住

民
の
生
活
環
療
の
近
代
化
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
進

展
と
・
と
も
に
、
県
な
ら
び
に
市
町
の
行
政

は、
全
般
的
に
多
織
化
し
、
刊
度
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
応
ず
る
市
町
の
行
政
の
効

率
的
運
営
が
強
く
．
喪
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
交
通
、
通
信
手
段
の
発
遣

に
、
特
に
急
速
な
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ

て
、
住
民
の
日
常
生
活
の
行
動
範
囲
が
次

第
に
鉱
大
ぎ
れ
て
、
市
町
の
区
域
を
こ
え

た
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
変
動
に
対
処

し
、
住
民
の
要
請
に
応
ず
る
行
政
サ
1
ビ

ス
を
行
な
う
た
め
、
関
係
市
川
が
共
同
し

て
対
策
を
講
ず
る
体
制
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
現
状
で
す
n

以
上
の
よ
う
な
要
請
と
課
題
に
こ
た
え

る
た
め
、
広
域
的
な
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通

ιて
公
共
施
設
を
広
域
的
に
整
備
し
て
、

地
域
全
体
を
都
市
と
同
じ
よ
う
な
水
準
ま

で
引
を
上
げ
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
し
て

n
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
H

を
雄
投
し
よ
う
と
い
う
縫
旨
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
、

広
域
市
町
村
閤
の
防
相
仰
で
す
。

新
川
地
区
広
域
市
町
村

圏
の
概
要

新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
の
区
域
は
、

旧
下
新
川
郡
の
全
域
で
あ
る
魚
津
、
黒

部
、
入
替
、
字
来
月
、
朝
日
の
こ
市
三
町

で
柵
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
市
町
で

は
、
既
に
、
し
尿
処
理
の
東
部
術
生
処
現

紺
合
を
は
じ
め
、
一
部
に
よ
る
伝
染
病
陥

縦
病
舎
等
の
事
務
の
共
同
処
理
等
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

当
地
域
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ま
ず
、

共
通
的
に
若
年
層
の
人
口
流
出
が
激
し
く

一
部
に
は
深
刻
な
過
疎
化
現
象
も
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
時
に
人
口
の
減
少
は
消
貸

出
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
産
探
人
口

の
確
保
に
も
困
難
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
冬
期
間
に
お
け
る
雪
の
障
害
に
よ

っ
て
産
業
活
動
が
阻
害
さ
れ
、
停
滞
的
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
当
地
域
の
主
要
産
菜

で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
全
体
の
所
得
水
準
を
高
め

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
．
産
業
を

と
り
ま
く
情
勢
は
極
め
て
き
び
し
い
環
境

下
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
産
業
等
の
基
盤
と
な
る
道

路
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め
、
ご
み
処
周
一

施
設
、
福
紐
施
設
の
充
実
な
ど
数
多
く
の

問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
c

以
上
の
よ
う
な
附
随
点
の
解
決
方
法
と

し
て
、
広
成
市
町
村
聞
の
楠
恕
に
消
日
し

て
、
関
係
市
町
と
も
ど
も
．

今
年
度
指
定

の
挫
得
に
努
力
し
、
関
係
機
関
の
ご
助
々

に
よ
り
、
七
月
二
十
一
日
付
県
告
示
に
よ

っ
て
、
新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
が
実
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

広
域
市
町
村
圏
の
将
来

の
ビ
ぃ
γ
ョ
ン

広
域
市
町
村
閥
に
指
定
さ
れ
る
と
、
ま

ず
関
係
市
町
が
、
当
地
域
を
将
来
ど
の
よ

う
に
す
る
か
と
い
う
ピ
ジ
a

ン
を
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
広
域
市
町
村
圏
基
本
属
想
（
昭

和
六
十
年
を
目
標
V

と
い
い
ま
す
ι

こ
の

基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
基
車
計
画
（
五

カ
年
）
、
由
穴
施
計
画
会
一
カ
年
）
が
策
定

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、

O
広
域
ゑ
p
v

－F
ヮ
J
W
γ

計
画

。
広
域
事
務
処
母
シ

ス
テ
ム

O
似
斡
耕
般
の
計
剛

で
す
。

広
域
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
．
凶
域
内
の

山
街
地
民
釈
を
ど
の
よ
う
に
配
慨
し
、
そ

し
て
こ
れ
ら
を
相
互
に
結
．
ふ
た
め
の
道
路

を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
牛
活
環
涜
の
近

代
化
を
は
か
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

広
域
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
と
は
、
清
掃
、

医
療
な
ど
の
よ
う
に
、
圏
内
で
広
域
的
に

処
理
し
た
い
事
務
を
、
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
、

い
か
に
し
て
効
率
的
に
運
営
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

計
画
と
あ
わ
せ
て
、
圏
域
の
中
心
市
街
地

森
木
さ
ん

銀
メ
ダ
ル
獲
得

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
十
月
二
十
四
、
二
十
五
の
両
日

に
わ
た
り
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
行
わ
れ
、

沼
山
県
代
淡
と
し
て
出
場
さ
れ
た
森
木
山

一
さ
ん
円
明
同
町
州
町
）
は
、
い
パ
大
腿
切

断
、
砲
丸
投
の
部
で
見
事
二
位
に
な
り
銀

メ
ダ
ル
吉
雄
得
さ
れ
た
ο

（
民
生
祖
師
）

上
沢
源
次
氏
に

悦
野
球
連
盟
会
長
賞

前
下
新
川
郡
野
球
連
盟
会
長
、
上
沢
瀕

次
氏
〈
朗
自
町
栄
町
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、

全
H
本
軟
式
野
球
連
盟
創
立
二
．十
五
周
年

や
基
幹
集
浴
に
は
、
地
回
収
の
特
性
呼
に
あ

っ
た
公
共
施
設
簿
一
か
殺
附
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
災
施
－
E
体
は
、
道
路

幣
怖
の
よ
う
に
、
個
々
の
山
町
に
お
い
て

行
な
う
も
の
と
、
広
域
窃
務
処
川
柳
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
に
、
一
部
事
務
組
合
を
つ
く
っ

て
共
同
で
実
施
す
る
も
の
と
が
あ
り
ま

す
ω以

上
の
よ
う
に
、
今
後
、
広
域
市
町
村

計
画
に
よ
っ
て
、
住
民
生
活
を
よ
り
快
適

に
す
る
た
め
の
準
業
を
‘
関
係
市
町
が
一

体
と
な
っ
て
、
集
中
的
に
兜
施
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
き
な
成
果
一
町

期
待
さ
れ
ま
す
。

を
記
念
し
て
、
永
年
連
盟
一役
員
と
し
て
、

全
日
本
連
盟
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
c

森木庄一・さん

上沢狐次氏

氏
は
、
昭
和
十
年
頃
に
、
一二
大
倶
楽
部

（
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
野
球
チ
1

ム）

’
の
一

員
と
し
て
野
球
を
始
め
ら
れ
た
の
を

皮
切
り
に
、

以
来
野
球
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
、
特
に
全
U
本
軟
式
野
球
迎
聞
が
結
成

さ
れ
て
か
ら
は
、
旧
下
新
川
郡
辿
聞
役
員

と
し
て
活
脱
、
更
に
昭
和
二
十
九
仰
に
新

下
新
川
郡
と
な
っ
て
か
ら
附
和
四
十
凶

作
三
月
ま
で
郡
野
球
連
盟
会
長
を
務
め
ら

れ
、
そ
の
間
各
積
の
大
き
な
大
会
を
催
さ

れ
る
な
ど
、
野
球
の
振
興
に
鋭
意
努
力
さ

れ
、
下
新
川
郵
連
盟
b
E
富
山
、
高
岡
に
次

い
で
、
十
九
チ
ー
ム
を
擁
す
る
連
盟
に
ま

で
育
て
あ
げ
ら
れ
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
そ
の
畏
年
の
努
力
よ

功
績
が
認
め
ら
れ
与
も
の
で
あ
る
。
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般

.6. 

計

決
算
総
額
は
歳
入
六
億
八
千
六
百
七
十

一
万
円
、
歳
出
六
種
五
千
九
百
万
円
と
な

り
、
実
質
収

支

二
千
七
百
七
十
一

万
円

（
内
事
故
繰
越
六
十
六
万
円
）

J
V
一翌
年
度

へ
繰
錯
し
と
な
り
ま
し
た
υ

…〉
地
方
交
付
税
は
全
体
の
ニ
七
・
＝
一
%

蔵
人
耐
で
は
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納

6

め
て
い

た
だ
い
。
た
町
民
税
、
附
定
資
産

仁と
刈
税
、
軽
自
動
取
税
の
ほ
か
、

た
ば
こ
消
費

－Jt
－r3
 

市一

税
、
電
気
ガ
ス
税
な
ど
の
町
税
は
、
一

億

四一

八
千
百
《
十
六
万
円
で
、
前
住
・度
よ
り
も

二
一

・
四

%
伸
び
ま
し
た
。

ま
た
道
路
に
関
す
る
費
用
に
あ
て
る
自

動
市
取
得
税
交
付
金
六
百
六
十
万
円
、
道

路
交
通
安
全
施
設
の
設
置
に
要
す
る
経
費

の
財
源
に
あ
て
る
た
め
の
、

交
通
安
全
対

策
特
別
交
付
金
二
十
九
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
二
千
五
百
四
十
四
万
円
、
そ
の
ほ
か
減

税

一
億
六
千
二
百
十
四
万
円
、
特
別
交
付

税
政
策
の

一
環
と
し
て
取
り

t
げ
ら
れ
る

臨
時
減
税
補
て
ん
資
金
三
百
二
十
万
円
、

こ
れ
ら
一
般
財
源
総
額
三
億
九
千
四
百
八

十
六
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
の
五
七

・

五

%
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、

一
般
財
源
の
中
に
し
め
る
地
方

交
付
税
が
四
七
・
五
%
と
、
依
然
大
き
な

比
重
と
し
め
て
い
ま
す
c

〉
国
県
支
出
金
は
、

四
万
円

一
億
八
千
八
百
八
十

つ
が
む
に
、
特
定
財
源
で
あ
る
分
但
金
魚

川
偲
金
は
、
造
林
事
業
及
び
休
業
構
造
改
善

事
業
分
魁
金
な
ど
千
五
百
六
十
万
円
、
門
的

設
保
育
所
締
悶
費
負
担
金
な
ど
ご
千
三
百

五
十
七
万
円
、
使
用
料
手
数
料
は
、

公
党

住
宅
使
用
料
、
し
間
以
成
取
手
数
料
な
ど
は

九
百
円
十
一二
万
円
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

国
山町
支
出
金
は
、
歳
入
総
額
の

こ
と

・
六

%
で
あ
り
、

主
な
も
の
と
し
て

は
、
常
設
保
宵
所
指
眠
貨
の
富
山
知
負
担
金

二
千
二
百
六
十
九
万
円
、
災
害
復
旧
事
業

負
担
金
四
千
四
百
二
十
八
万
円
、
農
業
顕

興
費
に
二
千
三
十
四
万
円
、
休
業
構
造
改

善
事
業
費
に
千
八
百
四
十
七
万
円
、
道
路

僑
梁
事
業
及
び
都
市
計
画
事
業
貨
に
一
千

二
百
万
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
桜
町
保
育
所
新
築
、
ご
み
収
集

撒
附
入
、

都
市
計
画
事
業
、
山
町
振
興
道

路
盤
側
郁
策
及
び
災
出
回恒
例
都
決
の
投
資

的
経
山
氏
に
あ
℃
た
起
債
四
千
五
百
万
円
な

ど
、
総
司
糊
二
億
八
千
百
五
十
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

マ
歳
入
総
額
で
四
＝
一
・
六
%
の
増

歳
入
全
体
的
に
は
、

前
年
度
よ
り
も
四

三

・
六
%
の
伸
び
で
、
二
億
八
百
六
十
四

方
向
の
地
で
あ
り
ま
す
』

と
く
に
町
税
に
つ
い
て
は
、
税
税
客
体

を
把
躍
し
、
使
用
料
手
数
料
に
つ
い
て

も
、
直
確
な
年
間
収
入
を
見
込
み
、
さ
ら

に
、
凶
県
支
出
合
に
つ
い
て
は
、

市中
業
内

谷
及
び
邸
実
効
果
等
を
よ
く
険
討
す
る
こ

と
必
ど
、
今
後
さ
ら
に
一
般
の
努
々
を
挺

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
泊
病
院
令
計
補
助
金
一
千
八
百
七
十
万

円一
方
、
歳
出
国
で
は
、
人
件
費
に
つ
い

て
は
、
職
員
給
与
賞
、
議
員
、
委
員
等
の

報
酬
な
ど
で
全
体
の
二
八

・
O

%
を
し
め

し
、

一
位
八
千
四
百
五
十
一
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

物
件
費
、
維
持
修
繕
費
等
の
経
常
的
峰

山
氏
に
つ
い
て
は
、
極
力
経
質
の
削
減
に

つ

と
め
た
結
巣
．
前
年
度
よ
り
も
若
子
の
増

加
に
と
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
扶
助
費
補
助
費
に
つ
い
て
は
、

旧
病
院
事
策
会
計
へ
の
負
担
金
一
千
八
回

七
十
万
円
、
東
部
衛
生
処
理
組
合
負
初
一念

二
百
六
十
三
万
円
な
ど
、
各
部
の
補
助
負

抱
金
あ
わ
せ
て
、
七
千
九
百
二
十
八
万
円

と
な
り
、
放
出
全
体
の
二
了

C
%
と
な

っ
て
し
ま
す
ω

マ
投
資
的
経
費
に
二
億
五
千
百
九
＋
九
万

円投
資
的
経
費
で
は
、
補
助
事
業
に
八
千

二
百
四
万
円
の
ほ
か
、
単
独
事
業
に
六
千

二
百
九
十
八
万
問
、
さ
ら
に
、
災
害
復
旧

事
業
に
九
千
八
十
九
万
円
、
失
業
対
策
事

業
に
千
三
百
五
十
二
力
円
、
県
営
事
業
負

〆

Mm金
に
二
百
五
十
六
万
円
、
総
額
二
億
五

千
行
九
十
九
万
同
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
」
に
、
町
が
い
ろ
ん
な
事
終
を
行
な

う
た
め
、
国
や
県
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た

起
債
で
、
そ
の
返
慣
に
要
す
る
元
利
償
還

金
が
三
千
六
百
三
十
八
万
円
、

一
時
借
入

金
利
子
に
四
十
七
万
問
、
こ
れ
は
資
金
収

支
の
計
画
的
な
運
営
を
計
る
た
め
で
、
予

算
で
は
百
三
十
八
万
問
計
上
い
た
し
ま
し

た
が
、
最
少
限
度
に
と
ど
め
た
結
泉
が
凶

十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

円

v
国
保
会
計
へ
六
百
万
円
繰
出
し

繰
出
金
に
つ
レ
て
は
、
国
民
健
版
保
険

特
別
会
計
に
赤
字
揖
て
ん
資
金
と
し
て
六

行
万
円
、
附
易
水
道
特
別
会
計
に
起
債
の

一
郎
元
利
補
給
金
と
し
て
二
百
四
十
が
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
ゐ

一
泊
病
院
特
別
会
計
一

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
の
適

用
第
二
年
度
は
、
基
本
計
画
に
沿

っ
た
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
期
待
さ

れ
た
健
康
保
険
法
に
よ
る
点
数
改
正
の
突

胞
が
遅
れ
た
た
め
な
X
の
主
な
係
閣
で
、

収
終
的
収
入
支
出
に
お
レ
て
収
支
援
一一一千

七
十
二
万
円
の
欠
出
金
を
生
じ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

泊
病
院
経
営
上
の
営
利
性
は、

自
治
体

病
院
の
共
通
的
課
題
で
あ
り
、

現
医
療
制

度
に
も
問
姐
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
能

率
的
経
営
に
つ
レ
て
鋭
芭
努
力
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

全

般
的
に
前
年
度
と
比
較
レ
た
し

ま

し
で

も
、
内
側
廿
的
な
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

省
略
い
た
し
ま
す
む
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寸
秋
空
に
若
い
力
競
う
」

「
第
十
三
回
朝
日
町
青
年
祭
し

さ

朝
日
町
専
門
年
の
体
育
の
祭
典
．
第
十
三

回
朝
日
町
車
問
年
祭
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

十
周
二
十
五
日
、
泊
小
学
校
、
泊
高
校
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

統
一
テ
1

7

「
友
愛
と
闘
志
と
建
設
」

あ

県
科
学
展
で
金
賞

境

小

－

年

水

島

知

之

君

第
二
十
九
回
富
山
県
科
学
展
は
十
月
三

日
か
ら
一
一一
日
問
、
宮
山
県
民
会
館
で
開

か
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
、
先
の
町
科
学
躍

に
お
い
て
優
秀
作
品
に
選
定
さ
れ
た
、
小

学
技
八
点
、
中
学
校
二
点
が
出
品
さ
れ
た

が
、
県
下
全
域
か
ら
出
品
さ
れ
た
優
秀
な

作
品
群
の
中
か
ら
厳
選
の
う
え
、
次
の
作

品
が
入
賞
し
た
。

金
賞
か
た
つ
む
り
の
か
ん
さ
つ

廃

小

一

年

下

水

島

知

之

銀
賞
あ
き
が
お
の
か
ん
さ
つ

境

小

一

年

中

道

雅

（駒話会易会見）第183号(5) 

を
泌
げ
て
・
、
町
長
、
融
会
結
長
を
は
じ
め

来
賓
多
数
の
診
席
を
得
て
開
会
式
な
行
な

い
、
バ
レ

1
ポ

1
山
戸
、
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
＝
一
種
目
の
競
技
に
、
力

い
っ
ぱ
い
若
い
闘
志
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
。

各
種
目
の
成
績
次
の
と
お
り
ι

〈
V

ソ
フ
ト
ボ
l
h
y

①
境
①
山
崎

。パν
1
ボ
ー
ル

①
大

家

庄

①
山
崎

〈
V

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ハ
間
休
戦

Vω
笹
川

①

火
家
出

八
個
人
戦
混
合
V
①
加
納
秀
開

・
梅

津
義
弘
組
（
大
家
庄
）
①
目
附
秀

信

・
永
日
明
弘
組
（
山
崎
）

な
お
、
青
年
祭
の
開
会
式
の
席
上
、
米

る
十
一
月
十
一
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
都

で
開
催
さ
れ
る
第
十
九
回
全
国
向
年
大
会

に
出
場
す
る
男
子
バ
レ
1
ポ

1

ぺ

女

子

陸
上
競
技
選
手
間
の
壮
行
式
を
行
な
い
、

町
長
、
議
会
議
長
、
常
年
同
O
B会
長
の

激
励
の
言
葉
を
受
け
た
あ
と
、
選
手
団

長
、
選
手
代
表
が
、
朝
日
町
の
名
に
恥
じ

子

問
あ
き
が
お
の
か
ん
さ
つ

大

家

圧

小

一

年

広

沢

久

也

。

坂

口

麻

史

問

い

れ

の

観

察

南

保

小

五

年

字

回

春

美

同

さ

び

の

研

究

泊

小

五

年

大

蔵

多

悠

子

同

メ

ッ
キ
の
研
究

小
川
中

古
一
年

大

久

保

美

次

清

水

康

泉

松

田

尚

必

列

勲

問

桜

子

の

研

究

小

川

中

三

年

住

吉

誠

清

水

純

一

な
い
試
合
を
し
て
き
ま
す
と
、
h
μ

強
レ
謝

併
を
述
べ
た
。

躍
手
話
洞
引
の
勉
斗
を
期
待
し
た
い
μ

，，【、、

十

月
の
事
業
）

青
年
謹
会
本
会
議

期

日

十

一
月
八
日
（
臼
）

会

出
場
朝
日
町
中
央
公
民
館

青
年
問
題
研
究
集
会

則
ハ
十
一
一
川
二
十
八
日
（
上
）

1

二
十
九
H
（
H
）

椛
川
小
学
校

（
朝
日
連
合
肖
年
団
）

会

場
お
ら
が
町
の
宿
祉
施
設
は

国
民
年
金
の
融
資
で

年
ム
問
委
員
の
手
で
集
め
ら
れ
た
国
民
作

金
の
保
険
料
は
、
こ
れ
に
国
が
平
瀬
を
加

え
て
、
将
来
の
年
A
W
給
付
の
財
源
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
て
い
、
ま
す
。

こ
の
積
立
金
は
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
公
共
の
施
設

建
設
の
資
金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す。
た
と
え
ば
、
住
宅
、
文
教
施
設
、
農
林

漁
業
、
道
路
、
地
域
開
発
等
で
、
闘
の
財

政
投
融
資
計
．
闘
に
基
づ
レ
て
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の

こ
三

%

に
相
当
す
る
額
は
、
彼
保
険
者
の
直
接

福
住
向
上
に
役
立
つ
市
民
会
館
、
病
院
、

保
育
所
な
ど
を
建
て
る
資
金
へ
特
別
融
資

さ
れ
て
い
ま
ナ
。

富
山
県
の
、
今
ま
で
の
国
民
年
金
融
資

額
は
約
二
十
八
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後

も
こ
う
し
た
福
祉
施
設
が
ふ
え
て
い
く
こ

と
で
し
J

う。

当
町
で
は
、
町
営
プ
ー
ル
、
泊
病
院
、

医
師
住
宅
、
泊
中
部
保
育
所
、
野
中
保
育

宝物盗 1 5 
金。 j臨般り ｜ 1 3 
官公庁荒 し 1 7 
事務所荒 し ｜ 1 2 1 
学校税し ｜ 3 3 
病院予定し｜ 2 2 
コ ： 綴 荒 し｜ 3 2 
更衣室荒し ｜ 3 
旅 l 館 荒 し 1 3 
te 店予定し 1 3 
給油所 荒し 4 
金庫舷り I 1 
あき巣ねらい 3 0 8 
忍込み I I 3 
居 あき 4 7 
その他 7 9 

ノl、 計了一一｜ 8 1 4 
詐欺盗｜ 3 5 
ス・ ー リ｜ 3 4 
自転 車 盗 ｜ 4 4 7 
肉 動車盗 1 1 1 7 
部品盗｜ 4 9 
特殊物盗｜ 3 0 6 
lit上ねらい｜ 4 2 7 
ヵ、つばら L、｜ I 0 1 
胆 引き I l o 1 
万 引き I 1 7 7 
店舗荒し｜ 8 2 
その他 I 1 9 8 
小 計 I 2.1 7 4 

合 計 I 2.9 8 8、

所
、
．
内
部
保
育
所
、
桜
町
保
古
川
所
が
凶
凶

年
金
融
資
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
地
域
社
会
の
発
畏
の
た
め
の
資
金
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
c

（民
生
課
）

警

察

だ

よ

り

ど
ろ
ぼ
う
は

何
を
ね
ら
っ
て
い
る
？

寓
山
県
下
捺
犯
の
発
生
は
、
本
年

一
月

か
ら
八
月
末
玄
で
一
一、

九
八
八
件
で
、
そ

の
う
ち
家
屋
め
中
に
侵
入
す
る
も
の
八
一

八
件
（
二
七
%
）
、
他
は
店
舗
、
居
外
な

ど
で
す
。

こ
れ
念
分
析
す
る
と
別
表
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
あ
診
断
慌
が
多
く
、
次
に
事
務

所
荒
ち
し
、
忍
み
込
み
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
屋
外
な
ど
で
は
自
動
車
盗
が

一
信

多
く
、
次
に
自
動
車
プ
1

ム
に
よ
っ
て
、

自
動
取
内
の
も
の
を
ね
ら
う
率
上
ね
ら

い
、
特
殊
物
係
、
か

っ
ぱ
ら
い
な
ど
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

侵

入

盗

ど
ろ
ほ
う
は
何
を
ね
ん
う
か
？

ほ
と
ん
ど
が
現
金
で
す
む

品
物
よ
り
現
金
は
足
が
つ
き
に
く
い
旨』

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
G

監
視
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
に
現
金
を
お
か
な
い
’
－

と
で
す
。

家
の
戸
締
り
、
金
庫
－の
鍵
一か
し
て
あ
っ

て
も
、
ど
ろ
ほ
う
は
同
右
光
ら
せ
て
い
ま

す
。

噌
て
の

ど
ろ
ぽ
う
に
あ
っ
た
ら

。
現
場
に
ふ
れ
な
い
で
、
す
ぐ
瞥
然
へ

「
一
一
O
脅
」
で
急
報
し
て

く
だ

さ

、
。

1
u
v
 

最
近
、
，と
ろ
ぼ
う
は
、
手
袋
な
ど
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
何
か
有
形
無

形
の
、
出
世
査
に
必
要
な
資
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

。
最
近
の
ど
ろ
ほ
う
は
、
自
動
車
を
よ
く

使
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
付
近
に
見
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
自
動
車
が
い
た
場
合

は
、
日
ご
ろ
か
ら
ナ
ン
バ
ー
を
メ

毛
ず

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ど
ろ
ぼ

う
は
、
入
ろ
う
と
す
る
家
を
あ
ら
か
じ

め
下
見
に
来
る
場
合
か
多
い
か
ら
で

す
ω

（入
善
警
察
署
）

’監

外

盗F
D
n
u
’a
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畜産経営の接輿をはかる

l菊係閣制e・育セシト：：J
高
庄
の
娠
輿
を
は

か
ろ
う
と
、
肉
牛
飼

育
の
盛
ん
な
南
保
地

区
に
和
牛
肥
合
セ

ン

タ
ー
が
完
成
し
た
ν

（
写
真
上
）

こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
南
保
和
牛
生
陀

組
合
と
朝
日
町
山
中
央

政
協
が
事
築
主
体
と

な
り
、
山
村
振
興
mv

業
の
一

環
と
し
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
し

た
も
の
で
、
山
内
牛
の

若
令
肥
育
を
け
的
と

し
、
一
十
牛
を
導
入
し

て
一
定
期
間
晴
脊
育

成
し
、
ま
た
、
組
合

員
に
よ
る
委
託
肥
育

も
行
な
い
＼
肉
牛
肥

育
の
回
転
平
を
早
め

る
と
と
も
に
、
盛
・
家

経
済
の
安
定
と
肥
育

技
術
の
改
善
を
は
か

ろ
う
と
い
う
も
の
。

こ
ふ
ぜ
は
、
常
時
三
（ソ
ド
叫
の
肉
間
作
を

飼
悲
し
、
こ
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
治

合

一
棟
（
一
部
斗
階
建
）

一
四
五
平
万
口
、

運
動
場
‘
権
担
舎
、
そ
の
他
、

nr古
防
止

の
た
め
の
浄
化
槽
迎
式
の
川
派
閥
糊
も
完
備

さ
れ
て
い
る
。

こ
の

t
y
F
ー
の
光
成
に
よ
り
、
和
午

の
一
大
生
広
川
地
の
川
別
立
を
め
芯
す
と
と

も
に
、
新
し
し
、
官
川
崎
版
刷
の
必
入
を
れ
な

い、

京
市花
妊
引
の
安
定
化
か
す
す
む
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
じ

（作
一%
4
M
）

朝
日
町
中
央
農
協

総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

朝

H
町
中
央
設
協
で
は
、

山
卸
業
情
勢
の

変
化
土
佐
南
の
進
伎
に
伴
う
問
後
の
動
’
叫

に
対
応
す
る
た
め
、
朝
日
町
v
地
下
地
内
の

国
道
沿
レ
に
総
合
七
ン
タ
i

を
伎
設
中
の

と
こ
ろ
．
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

（
写
真
一「
）

こ
の
七

ン
タ
ー
で
は
．
些
機
具
サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
2H

動
車
整
備
工
場
を
併
設
し
て
、

サ
l

ピ
λ

の
向
上
と
利
用
者
白
使
ー
を
は
か
り
、
ま

た
配
送
施
設
を
充
実
し
て
、

一
括
仕
入
れ

に
よ
る
コ
ス
ト
の
引
下
げ
を
は
か
り
、
安

く
て
良
い
農
業
用
資
材
な
ど
を
供
給
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
－
u

一二
、
ニ
ホ

九
千
万
幻
の
敵
地
内
に
は
、
事
務
室
を
含

む
自
動
車
盤
備
工
場
、
配
送
セ
ン
タ
ー
、

L
P
ガ
ス
抜
粋
貯
蔵
郎
、
草
山
仰
が
完
備
さ

れ
て
い
る
u

ま
た
、
今
年
度
は
、
明
什
町
か
食
生
川

改
、ム
モ
デ

ル
地
氏
の
指
定
に
よ
り
、
州
民
村

立
川
1
市
改
ゃ
品
川
被
進
事
業
と
し
て
、
食
品
川
限

措
犯
設

F

ぃ
〈
明
冷
凍
脂
及
び

シ
ー
1
ケ

1

y

）
を
設
置
し
、
組
合
員
の
全
斗
一一
的
改
語

に
役
立
て
る
こ
〉
一に
し
て
い
る
ν

（
産
業
譲
）

一
電
話

T三

局

よ

り

十
一
月
二
十
日
午
後
三
時
か
ら
、
当
局

区
内
の
公
衆
電
話
も
市
内
通
話
三
分
打
切

り
が
実
彼
さ
れ
ま
す
っ

，
・三
分
打
切
り
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